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学位論文内容の要旨

緒首
∫

歯原性艦齢 ま顎口腔領域に特有の疾瓜で､歯の形成に関与する細胞に由来し､そのほとんどが

取m･内に発生する｡低地の組搬柵軌 こおいて､削 天性上皮と外価兼性帆非が韮要な役洲を担ってお
り､舵舶粗雑内に歯牙の形成過程でみられる硬組織形成などの如拙学的特徴が反映されるC-特に､

病変内部に櫛組鰍郎党を伴わない柵原性腺癌は､類似 した画像所見を呈するため鑑別に苦慮するこ

とも多い｡

MRJ検査は軟銀紙分解能が高く､歯原性腺癌の鑑別においても有用であると報告されている｡

しかし､いずれも症例報告や少数例での検討であり､系統的に歯原性腕蛎の組純鑑別について検討

した報告はない｡そこで本研究では､麻原性価蛎の鑑別診断におけるMRTの有用性の評価と､その

診断基準を確立することを目的として遡及的に検肘を行ったO

対象と方払

歯原性腺癌は MR耐倣上で購胞成分を有するものと､充実性のものに大別される.耐者の MR

画像が異なることから､①#JJ包成分を有する歯原性肺癌､②充実性腺癌に分けて検討を行ったO

①嚢胞成分を有する歯原性叔坊

喪胞成分を榊 -るCkJ席性腺柳 )中でも雅生頻度の商いエナメル上皮腫(Am)と､角化嚢胞性牌原性

JllJi嚇(KCOT)の鑑別について検肘を行った｡
*.J･幾 :1998年4月から2010年5月までのl抑こ当院でMRTを伽他し､MR耐吸上で削 白ば分が確認
可能だったArnr9例∴KCOT14軋 9州三15例､女性 18例｡平即 I棚 34.4歳(rl～67歳)｡

方津 :MRTの軸性は t.5-T髄腔(Magncfomvision､シーメンス社姥 仙川して行い､各椛例のTl胤㈹
rIWn(TIWl)､17_強制p-刷独(T2Wr)ら.しくはSTIRP･佃 上で#JJ包成/I)(椴恥就分)のJTt'号強度(sl)
を計測した.朴#PIされた放火ST(SmaxJNl:とAl･,J､SltSmin)値から､火脚医学物P_l!.学会の下記の
.!'f･Ll爪式を用いて如胞成分の均一性(U∑)を詐出した｡
U∑(%)i100×(II(Smnx･Smin)/(SmtlX+Snlin))
何奴心の均一性(U∑)をMann-WhitneyのU検定(p脆く0.05を有意差あり)を使用し､統計学
的に検榊を行った｡有意崖が絡められた根性法に関しては､ROC解析を用いて均一性の
カットオフ僻を求めた｡

②充実性歯原性脆拡

充策牲馴 ･il,t:J岨朗の検討には､附 巾洲 榔 可碓なダイナミlックMRrを使用したa
対象 :1998年4月から2011年 11月までの関に当掛 こてダイナミックMRlを軸性し､柄u･組織学
的に歯脂性雌蛎と給断された27綻例D

良性腫癌25例tAm16例､歯原性粘液腫(oMy例､歯原性線#･･肺(OF)2例､腺腫梯歯原性腫痴
(∧OT)3例)､悲性仰焔2例(エナメル上皮#(AmCa)1例､原発性骨内偏平上皮癌伊10SCC)l例)o
男性 14例､女性 13例｡平均年齢35.4歳(12-75歳)0



ヰ

方法:MrtlのIJlllrf!はl.SIT;i'i;J'J'I't(M.･lg11CLtMllVi如l札 シーメンス祉)TL-(･Ji用し､他作シーケンスは3D-FISP､
jZi･:;:I;,J'irHまGd-r)TPAもしくはGJIDTI】八一BMAを使川したQ胴HLl.l'リ三･̂L''亡部にrlJ.J心剛域を一位JrL'し､

j'L･ki川 畑l比で.¢)るC川11raslinJcx(CHli･計州したoH!川u'lflJHこl'･J･してClrIIlは プロットし､日脚岬的

なiii･鮮3･執りl･を,Ji･す cJカープ4･Il･:LllLlL､以 卜のパラメータを･iJM正した.CTmilX(Fli･大 crIJJ't_I)､
TnluX(Clnl.1.1jiIJ旭日･'(,rn!)､CIpc･'lk(Jri大 C.lrlI'J:の ')OINrI'):)､Tpcilk(CIpcitkrlJ'l:がIJiif'JJ･'川り)ocl300
およびCl(70l川Jlil竹川lJbl,tから30rJ仲および60()秒絶.u)clnh-.)ら

紡JFl･

①矧bJ戎分を布するrgl:Lj;(他帆船
[̂11､KCOTu)U∑Ill'I:は､允て叫舶作糾 I‥で弧;'I･'-7･'()I)にILL-.已

が.LJLJ･･V)られl/I(TIWl､T2WT､S'川lrrE!:P<0.O5).,
什伽Ilku:.でu)カットオフU三:lJJ'はJ･よびlrI.桝 ･･.Lは石火に示す
始りで､T2Wfがr'l'I'･1お山の鑑別にJIi･もfl'川だった0

②光一尖位牌伸性)畑妨

ItkJJ州;JJ!rl:仙 士J/イナミックMRlパラメータから､以下の5つのタイプに分附したO

TylH;A

C叫d(>三.n
TpdAkfコ0118

TlVCtJ llPdL' 1)lklI)

Cf.llML..10
ll川u <llMJs

CIJUOンこ,I)
TMAJL.ILiOL)i

CI3tPIJ.:三.0

TIILUJl>AODiGii
1qll 仙 爪 IqD ddO0 34b Ny

TypeA:忠刷如iL･J結き):qP.､TyperB:.'i'.岬洞山蛤州 ､TypeC: 柵 岬 搬 出 j;i･Z･流出型
TypeD:NV'r刷 gL出彫非北山J_W.､TypeE:柵JtYl';)53121.J;捌 三流山JB
タイプ別の･Ji'lTi例/J):佃ま､TypeA:AmLI例､pIOSCC目礼 TypeB:AmJ例､-AOT2例､AmCal例､
TypeC:Am4例､TypeD:OF2伽LTypeE:OM4lgu､AOTl例だったO

考妹

①頚胞成分を有する歯原性腺癌

Amの内糾鍵がタンパク成分を含むWiIk'11三の搬体であるのに対し､KCOTは解伸したケラチンを

含む粘朋な繊体であり､内翻位のk.tL成の迎いが均-･附 こ形邪を与えたと考えられるQ過去に MRr

のT2紘Pl川判日や拡倣帆榊irLii他のADCld江がIln欠JLt.U)鑑別に111-JTHであるとの鞘や.'･があるが､それらの
.汁州にはidM;(;の.伶断jFniJjH放(TJWJ.T?_WlやSTIR)に)JIJえ､プロトンlh.tJA;･Jqt.榊il.Jfl'他や拡倣軌.W耐牧

を迫Jdlして柵蝕する必'邸がある..木研兜の鮒Lllから.旭JJrrl榔魚を行わなくてもルーチンの.珍[新川剛

性 l二で雅胞成/7:)の均一性を.汁洲することで､AmとKCOTの鑑別が‖丁稚であることがホ唆された｡
②充実性仲原性此癌

rli･-･V･)タイプに//)鮒されたOF(TypeD)およびOM(TypeE)は､いずれもj加担後州l別こおいて1'Ji･形
剤u)流山が.比められず､cJカー-/タイプに川陀帖(̂日11J即に7:I.'むIIn1攻洲三lJ!rHLSの柄則れL純化を佼IJALしてい
たQ-JJ'で､OMはOFと比較lTJ-るとCT600b'1:が低く､OM内の粘'ilk-).E･即u)存在がiZi･彬剤純人に彫
'Jqを及ぼしたと･巧.えられた｡AOTは2つのrl/イブに'Jy･7,Yiされていたが､いずれも'J51逝;;JrZタイプであ

り､iZi･Ji'周J沈入tlL･に彫竹を及ぼすJLt.J即のLltが乏しい､という納BP.机紙料IJ･)仲秋をJk映 している'･･1能
1･JtがあるO m̂早坂牧U)タイプ'に分地され､3/4がか M判､I/4は'Hvi岬).F.Hで､i'L･牡壬剤 の純Il'.那_1モ例で.始
められ'/t｡AmがrI.IJ姫tJl=.J相加と比椴するとIlu'FEのIlt･が少ないため此拙Z押J･/糊fu.目したものと考えられ
たOまた､16例中 I5例が･Bt逝I;:･'1タイプであったことから､辛=lWq柑朋 他日F''Iを示すAmは他の齢仰

1･!l:.JlrTI:71',5と比べて血叩新J:I･'.(把がIrliいためと･考えられた｡,ru'-JIJl･:JIln(Ji,H.tL､ずれも一'i'｣¶タイプでL8)つたが､
椛例数も少なかった(24i'(::PJ)ことから.梓3lJIIな胤Hは行えなかった"
今回のW.兜では､T'剛;I:YMlr(形の炎′l･'.雌雌がIltいため､各蛸Plt.3'tL純IgJ.の桃川r()摘肘が吋稚な柿例数
に･榊たず､ダイナミックMRlパラメータの･lr川性について.i'f･lmMな椀.71J.lL･行うことができなかった｡
今織､椛例数を増やしつつ､納靴糾織との.k･J'比を行っていく必'i皆がiC)る｡

まとめ

矧馳成分をイけ るAlllとKCOTの鑑別において､.i"欄i川IIJlil-I俄(TIWl､T?Wl､STIR)での内相dt'の

均一性の帥仙がイi'用であり,T2WlがJbi･も1)'用な撮作方仏だった｡



学位論文審査結果の要旨

1

I-Jll/U;I;性JIIrl:11よ,uま7,TLEJJJ到J'ylJ城に抑イ･rの炊.lJlであ り､その･tJl)tj即納鰍11,･''･的分馴 ま多岐にわたる.那
FIJlfT.Jt仝断においてはJnJ'他偵ガだが.lfiは-･となるが.Xl(:MJlil牧桝比が北i似 していることが多く､鑑別
にjL･'i此することも多い｡MRl検脚 ま軟組織分仰他がi･:/J'く､附Ju;(･1･!JiJlI_ru鮎の鑑別においても布用
であると紬i･TTされている｡ しか し､これまでU)紬掛 士症例紬告や少牧例での維仁.-1であった｡
本Ji)I:兜では､船rlH4･:JI!rf脇の鑑別.1珍Jg'TにおけるMRIの机:Fl性について､袖数例で検.tJ･を行い､
その.診断Jd;･叩.tを柵立することをL=JJ'/･JとLているc

JIJ.tJi'l(性nl.Tl:鋤はMR耐性上で･矧IJdrJ先/I:)をLfr'するものと､充'J･:性のものに大別 されるため､そ
れぞれ検1.けが加えられている｡

研究① :鮒 l包成分を4:I'する肺城における検,.a-･T

研兜1では､エナメル上皮JWt_と･fIJ化･lm胞IJJ三.船原性JJ!TE助の鑑別が行われている｡ルーチンの
舶倣粂JLI'･である､Tl地舶JjDl.級､T2･Jb朋押目奴､STIR耐性上で､鳩胸成分内の倍 Fl.･此度の最大
JJtは及びJR･小lEJ!J:を計測し､米周医学物Ju一学会のE711･JJJJJ'式を):J;J'いて矧JtirJk分内の均一性を井出 して
いる｡両疾患の均一性はMann-WhitneyのU検定(β値<0.05を有恵差あ り)を使用 し､統
計学的に検討 され てい る. また､有意差が認 め られた根像法に対 し､ROC解析を用いて
均一性のカッ トオフ値が求められている｡

結果､全ての糠像条件で均一性に有唐差が静 められ､ルーチンの診断用画像上で､内

容液の均一性 を評価す ることは有用であることが示唆 された｡

hJF兜② :充炎性の傭船における検肘

JiJF兜2では､エナメル上皮肺､附原性粘液JF!ri､舶原他繊維IJ･E､脱J舵械歯原性鵬砧､エナメ
ル上皮腕､順允拙･I州くJ偏 平上皮櫛について検討が))lJえられているO搬像には即的診断が叫稚
なダイナミックMRJが使用されている｡造形効A.の'1.lfTJ合を示すContra8tlndex(CI)を計洲､
プロットして､緋I坤的な逝形効果を示すClカープが作成され､カープ分粕を している｡

結果､急増弛造形型 ､急増弱造形型､漸増弛造形流出型､漸増強造形非流出型､漸増

弱造形非凍出型の5つのカープタイプに分類 された｡特に､開架性歯原性腺癌おいては全
例で漸増非流出型のカープを示 した｡ また､歯原性線維腫 と歯原性粘･#腔は単一のタイ

プに分楯 され､それぞれWr増強造形非流出型､漸増弱造形非流出型 であったO このこと

か ら､ダイナ ミックMRrのCTカープ分精は外惟利 生腫癌 と間非性腫癌の鑑別に有用であ
り､歯原性線維腫､歯原性粘液腫の診断に有用であることが示唆 された0

本.愉.文は､MRlが術TITTl検査として船仰仙l!rt･7iSの鑑別に11')･l･'Jであることを'=i-(峻するIr(AT･な知見であ
るoよって愉文.'rrt:115的'i'rNは一致して､木 .愉文に仰士 (肘.lj･':)の学仇的文としての仙値を.7.E,めるo


